
縄
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落
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泉

拓

良

は
　
じ
　
め
　
に

　
「
豊
か
な
縄
文
時
代
」
、
「
素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
っ
た
縄
文
時
代
」
、
と
い
う
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
縄
文
遺
跡
の
発
掘
調

査
が
新
聞
の
紙
面
を
賑
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
で
あ
っ
た
。
そ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
意
図
は
、
日
本
文
化
の
基

底
を
弥
生
文
化
1
1
大
陸
・
半
島
系
の
水
田
稲
作
文
化
に
求
め
る
定
説
へ
の
反
乱
で
あ
り
、
日
本
文
化
の
基
底
に
縄
文
文
化
を
据
え
よ
う
と
す
る

発
想
で
あ
っ
た
。
縄
文
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
被
征
服
文
化
扱
い
で
あ
っ
た
縄
文
文
化
を
、
「
日
本
史
」
の
本
流
に
乗
せ
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
に
な
っ
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
縄
文
時
代
に
関
す
る
薪
聞
報
道
の
大
き
な
流
れ
は
、
こ
の
延
長
上
に
あ
る
。
学
界
で
も
、
縄
文
時
代
を

豊
か
な
定
住
的
狩
猟
採
集
文
化
と
し
て
定
義
す
る
事
は
常
識
化
し
、
南
九
州
に
お
け
る
数
多
く
の
発
見
を
踏
ま
え
、
定
住
化
の
起
源
が
開
始
期

で
あ
る
草
創
期
に
遡
る
か
ど
う
か
が
議
論
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
の
よ
う
な
巨
大
集
落
の
発
見
が
新
聞
を

賑
わ
し
、
縄
文
都
市
と
い
う
言
葉
に
苛
立
ち
を
覚
え
な
く
な
る
状
況
す
ら
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
情
況
下
、
縄
文
文
化
の
代
表
と
さ
れ
る
関
東
・
中
部
地
方
の
縄
文
前
・
中
期
集
落
に
つ
い
て
、
正
反
対
の

見
解
が
進
行
し
て
い
る
。
数
百
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
な
る
巨
大
環
状
集
落
は
、
同
時
に
は
一
、
二
基
の
住
居
し
か
存
在
せ
ず
、
季
節
的
移
動
を

も
含
め
長
い
間
に
わ
た
り
頻
繁
に
移
動
を
繰
り
返
し
た
結
果
に
過
ぎ
ず
、
集
落
の
広
場
や
機
能
分
化
し
た
規
則
的
構
造
は
疑
わ
し
い
と
す
る
見
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②

解
で
あ
る
。
「
見
な
お
し
論
」
、
「
横
切
り
集
落
論
」
と
呼
ば
れ
、
一
九
七
五
年
以
降
、
伝
統
的
「
環
状
集
落
論
」
の
批
判
を
展
開
し
て
き
た
。

レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
よ
う
な
批
判
を
慎
む
べ
し
と
し
な
が
ら
も
、
縄
文
時
代
の
集
落
論
や
社
会
像
・
階
層
性
の
研
究
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
て
、
職
業
研
究
者
（
書
斎
派
）
と
職
業
調
査
派
（
現
場
派
）
の
違
い
と
い
う
よ
う
な
区
別
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
北
陸
・
東
海
地
方
以
西
の
地
域
で
は
、
特
定
の
時
期
、
特
に
後
・
晩
期
に
は
集
落
が
竪
穴
住
居
以
外
の
住
居
で
あ
る
平
地
式
住
居
・

掘
立
柱
建
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
環
状
集
落
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
い

④る
。
し
か
し
、
学
界
全
体
と
し
て
は
、
こ
の
様
な
重
要
な
問
題
も
、
環
状
集
落
論
と
「
見
な
お
し
論
」
と
の
論
争
の
犠
牲
と
な
り
、
全
国
的
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

論
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
非
竪
穴
住
居
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
集
落
と
非
環
状
集
落
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
後
に
若
干
ふ

れ
る
程
度
に
留
め
る
が
、
縄
文
時
代
の
集
落
研
究
に
と
っ
て
、
よ
り
情
報
の
増
加
が
期
待
で
き
る
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
「
環
状
集
落
論
」
と
「
見
な
お
し
論
」
・
「
横
切
り
集
落
論
」
と
の
基
本
的
相
違
点
は
、
集
落
内
で
検
出
さ
れ
た
住
居
跡
や
そ
の
他
の

関
連
総
構
が
同
時
に
存
在
し
た
か
の
推
定
方
法
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
考
古
学
に
お
け
る
「
同
時
存
在
の
証
明
」
と
い
う
基
本
的
な
方
法
の
問

題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
今
ま
で
の
考
古
学
盛
年
代
決
定
法
や
自
然
科
学
的
年
代
決
定
法
で
は
、
縄
文
集
落
に
あ
る
複
数
の
住
居
跡
と
、
墓

地
・
貯
蔵
穴
・
廃
棄
場
等
の
関
連
遺
構
が
「
考
古
学
的
同
時
期
に
存
在
し
た
」
事
は
証
明
で
き
て
も
、
「
同
時
に
機
能
し
て
い
た
」
事
を
具
体

的
に
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
も
肝
心
な
点
が
考
古
学
的
に
曖
昧
だ
っ
た
の
だ
。
環
濠
に
囲
ま
れ
た
弥
生
時

代
の
集
落
や
、
城
壁
に
囲
ま
れ
た
中
国
や
中
東
の
町
邑
で
は
、
環
濠
や
城
壁
の
作
ら
れ
た
年
代
、
改
修
・
改
築
の
行
わ
れ
た
年
代
、
放
棄
さ
れ

た
年
代
を
決
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
集
落
や
町
邑
の
年
代
や
規
模
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
縄
文
集
落
に
は
、
集
落
を
囲

む
施
設
は
な
く
、
厳
密
に
は
集
落
の
形
態
す
ら
決
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
縄
文
集
落
研
究
に
お
い
て
「
同
時
に
存
在
し
た
遺

構
か
ら
復
原
さ
れ
る
集
落
」
は
、
一
般
的
に
は
証
明
不
可
能
な
の
だ
。
こ
の
点
こ
そ
が
、
論
争
を
長
引
か
し
て
い
る
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
二
〇
〇
四
・
〇
五
年
忌
立
て
続
け
に
縄
文
集
落
に
関
す
る
重
要
な
単
行
本
や
報
告
書
が
出
版
さ
れ
た
。
前
述
の
問
題
点
と
深
く
関
わ
る
論
考

で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
緒
論
を
取
り
上
げ
、
研
究
の
現
状
を
示
し
た
い
。
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①
土
井
義
央
電
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
・
パ
タ
ー
ン
睡
の
再
検
討
し
（
騨
史
観
㎞
二
〇
、

　
一
九
八
八
年
、
七
六
－
八
五
頁
）
や
、
黒
尾
和
久
「
縄
文
時
代
中
期
の
居
住
形

　
態
」
（
『
歴
史
評
論
隔
四
五
四
、
皿
九
八
八
年
、
一
九
－
二
一
・
四
五
頁
）

②
こ
の
こ
と
に
関
す
る
研
究
史
は
、
林
謙
作
隅
縄
紋
時
代
史
H
輪
（
雄
山
閣
、
考

　
古
学
選
書
、
二
画
面
四
年
）
、
末
木
健
「
移
動
と
し
て
の
吹
上
パ
タ
ー
ン
」
（
糊
山

　
梨
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
一
北
巨
摩
郡
長
坂
・
明

　
野
・
韮
崎
地
内
⊥
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
～
九
七
五
年
、
深
思
O
一
二
二
六

　
頁
）
、
石
井
寛
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
集
団
移
動
と
地
域
組
織
」
（
『
調
査
研
究
集

　
録
㎞
二
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
埋
蔵
文
化
財
調
査
団
、
一
九
七
七
年
、
四
五
一
五

　
九
頁
）

③
黒
尾
和
久
「
集
落
論
・
領
域
論
扁
（
凹
縄
文
時
代
』
一
五
、
縄
文
時
代
文
化
研
究

　
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
七
…
二
五
二
頁
）

④
東
海
地
方
以
西
で
は
、
縄
文
後
期
以
降
、
遺
跡
や
遺
物
が
増
加
す
る
に
も
か
か

　
わ
ら
ず
、
竪
穴
住
居
跡
が
極
端
に
少
な
い
。
例
え
ば
滋
賀
県
滋
賀
里
真
跡
で
は
百

　
数
十
体
以
上
の
人
骨
が
出
土
し
て
い
る
が
、
住
居
跡
の
発
見
は
な
い
（
湖
西
線
調

　
査
団
『
湖
西
線
遺
跡
調
査
報
告
書
』
　
一
九
七
六
年
）
。
ま
た
、
晩
期
の
石
川
県
を

　
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
環
状
木
柱
列
と
呼
ぶ
、
半
裁
し
た
ク
リ
の
巨
木
を
環
状

　
に
立
て
廻
ら
せ
た
細
則
が
数
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
竪
穴
住
居
跡
は
未
発
見

　
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
北
陸
・
東
海
地
方
以
西
の
地
域
で
は
、
竪
穴
住
居
の
代
わ
り

　
に
平
地
住
居
に
な
る
と
思
わ
れ
る
壷
口
群
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
文

　
献
で
は
、
関
西
地
方
を
中
心
と
し
て
平
地
式
住
居
の
問
題
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、

　
住
居
遺
構
を
集
成
し
て
い
る
。
関
西
縄
文
文
化
研
究
会
『
関
西
縄
文
時
代
の
集

　
落
隔
二
〇
〇
二
年
。
　
関
西
縄
文
文
化
研
究
会
噸
関
西
縄
文
晴
代
の
集
落
・
墓
地

　
と
生
業
隔
関
西
縄
文
論
集
㎝
、
（
六
～
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）

⑤
縄
文
時
代
文
化
研
究
会
王
催
の
「
第
一
圏
研
究
集
会
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現

　
段
階
」
で
の
討
論
の
流
れ
。

⑥
小
林
謙
一
『
縄
文
社
会
の
研
究
の
薪
視
点
一
炭
素
一
四
年
代
測
定
の
利
用

　
1
』
（
六
一
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
、
林
謙
作
『
縄
紋
時
代
史
H
臨
（
雄
山
閣
、

　
考
古
学
選
書
、
二
〇
〇
四
年
）
、
『
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
関
係
発
掘
調
査
報

　
告
書
V
青
田
遺
跡
』
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
｝
三
三
集
、
二
〇
〇

　
四
年
、
谷
口
康
浩
㎎
環
状
集
落
と
縄
文
社
会
構
造
臨
（
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
）
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一
　
集
落
に
お
け
る
同
時
性
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
暦
の
な
い
時
代
の
考
古
資
料
の
年
代
を
決
定
す
る
に
は
、
相
対
年
代
決
定
法
と
放
射
性
炭
素
年
代
決
定
法
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
縄
文
時

代
の
年
代
は
、
こ
れ
ま
で
、
縄
文
土
器
型
式
に
よ
る
詳
細
な
相
対
年
代
と
、
大
ま
か
な
時
期
区
分
に
用
い
る
放
射
性
炭
素
年
代
が
主
流
で
あ
っ

た
。
縄
文
土
器
型
式
は
世
界
に
冠
た
る
緻
密
な
編
年
網
に
よ
り
、
ほ
ぼ
日
本
全
域
で
、
地
域
的
誤
差
が
少
な
い
一
定
の
相
対
年
代
を
与
え
て
く

れ
る
。
た
だ
し
、
相
対
年
代
で
あ
る
の
で
、
勿
論
絶
対
年
代
を
決
め
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
型
式
の
年
代
幅
も
そ
れ
ぞ
れ
の
型
式
で
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
が
、
歴
史
的
事
象
を
正
確
に
知
る
為
に
は
最
大
の
欠
点
で
あ
り
、
縄
文
集
落
を
考
え
る
上
で
、
最
大
の
問
題
点
と



な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
用
い
て
き
た
放
射
性
炭
素
年
代
も
、
せ
い
ぜ
い
、
各
時
期
の
年
代
的
目
処
を
述
べ
る
に
留
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
原
因
は
、
分
析
資
料
の
量
的
制
約
や
補
助
的
年
代
決
定
手
段
と
い
う
役
割
制
限
か
ら
、
遺
構
や
包
含
層
か
ら
出
土
す
る
炭
化
物
や
貝
・
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

骨
が
主
で
、
測
定
年
代
の
誤
差
も
大
き
く
、
材
質
に
よ
る
年
代
差
も
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
近
年
、
こ
の
様
な
限
界
を
克
服
す
る
為
に

幾
つ
か
の
新
し
い
試
み
が
行
わ
れ
、
集
落
内
で
同
時
に
存
在
し
た
遺
構
を
明
ら
か
に
す
る
挑
戦
が
あ
っ
た
。

1
　
型
式
の
細
分

縄文時代集落研究の課題（泉）

　
遺
構
の
同
時
存
在
を
証
明
す
る
手
段
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
、
遺
構
内
か
ら
出
土
す
る
土
器
に
よ
る
同
時
証
明
で
あ
っ
た
。

同
一
型
式
の
土
器
が
出
土
し
た
遺
構
は
同
時
（
正
確
に
は
同
時
期
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
）
で
あ
る
と
し
た
。
逆
に
、
遺
構
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

土
器
編
年
の
細
分
お
こ
な
う
際
の
基
礎
資
料
と
も
し
た
。
最
初
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
出
土
し
た
土
器
が
、
そ
の
遺
構
の
年
代
を
示
す
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
特
に
竪
穴
住
居
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
に
は
、
明
ら
か
に
住
居
廃
絶
後
に
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
土
器
が
投
棄
さ
れ
た
も

　
　
　
④

の
が
あ
り
、
出
土
状
況
の
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
の
年
代
を
決
定
す
る
た
め
に
用
い
る
土
器
は
、
住
居
の

構
築
や
改
築
と
直
接
関
わ
る
土
器
、
床
面
や
諸
施
設
に
密
着
し
て
出
土
す
る
土
器
を
十
分
に
検
討
し
て
用
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
遺
構
と
土
器
と
の
出
土
共
伴
関
係
に
検
討
を
加
え
て
も
、
土
器
型
式
自
身
が
持
っ
て
い
る
限
界
が
あ
り
、
同
一
型
式

に
属
す
る
土
器
が
出
土
し
た
遺
構
（
住
居
跡
）
を
、
同
時
期
と
書
え
て
も
、
正
確
に
は
同
時
に
存
在
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

比
較
的
土
器
編
年
の
細
分
化
が
進
ん
で
い
る
関
東
地
方
で
は
、
中
期
を
｝
般
的
に
は
五
領
ヶ
台
1
式
～
加
虐
利
E
4
式
ま
で
の
一
～
型
式
に
細

分
す
る
。
そ
の
間
の
存
続
年
数
は
谷
ロ
康
浩
に
よ
れ
ば
九
七
〇
～
一
～
二
〇
年
間
、
小
林
謙
一
に
よ
れ
ば
一
〇
五
〇
年
間
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

平
均
す
る
と
一
型
式
は
約
一
〇
〇
年
の
年
代
幅
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
的
言
っ
て
、
竪
穴
住
居
の
存
続
年
代
は
、
最
大
に
見
積
も
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

二
〇
年
以
下
と
考
え
ら
れ
、
現
在
の
～
般
的
な
中
期
＝
型
式
細
分
で
は
、
住
居
跡
の
同
時
存
在
を
証
明
で
き
る
時
間
幅
に
は
ほ
ど
遠
い
の
で

あ
る
。
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証
明
可
能
な
最
も
細
分
の
進
ん
で
い
る
土
器
編
年
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
土
器
編
年
が
あ
る
が
、
そ
の
一
様
式
は
導
線
〇
年
で
あ
り
、
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

細
分
と
し
て
は
限
界
に
近
い
。
縄
文
申
期
土
器
の
最
も
細
分
さ
れ
た
土
器
編
年
に
、
黒
尾
和
久
、
小
林
謙
一
、
中
山
真
治
の
研
究
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
多
摩
丘
陵
・
武
蔵
野
台
地
の
中
期
土
器
は
、
＝
一
一
期
一
一
二
細
別
が
可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
細
別
は
中
部
高
地
や
北
陸
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
射
程
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
中
期
の
存
続
期
間
の
一
〇
五
〇
年
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
細
分
編
年
に
よ
っ
て
一
細
分
型
式
当
た

り
平
均
で
約
三
四
年
に
な
る
が
、
ま
だ
、
住
居
の
同
時
存
在
を
決
め
う
る
精
度
に
は
至
ら
な
い
。

　
当
然
、
同
時
性
の
追
求
の
為
に
は
、
土
器
型
式
の
更
な
る
細
分
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
細
分
が
進
行
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

地
域
制
、
集
落
間
で
、
細
分
型
式
の
併
行
関
係
を
把
握
す
る
の
が
難
し
く
な
り
、
編
年
網
と
し
て
の
完
成
に
時
間
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
究
極
の
細
分
が
で
き
た
と
し
て
も
、
果
た
し
て
、
住
居
の
悶
時
存
在
を
証
明
す
る
手
段
に
な
り
う
る
の
か
の
問
題
も
あ
る
。
土
器
型
式

の
細
分
作
業
を
進
め
る
中
で
、
土
器
型
式
で
住
居
の
時
期
を
決
め
、
他
の
証
明
方
法
と
の
併
用
に
よ
っ
て
同
時
存
在
を
推
定
す
る
研
究
法
が
必

要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
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2
　
住
ま
い
の
流
れ

　
土
器
型
式
に
よ
る
住
居
跡
の
同
時
性
の
追
求
が
中
心
で
あ
っ
た
一
九
六
〇
年
代
に
、
住
居
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
共
倒
関
係
を
怪
し
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

研
究
者
が
い
た
。
水
野
正
好
で
あ
る
。
水
野
は
土
器
型
式
に
よ
る
住
居
の
同
時
存
在
推
定
を
諦
め
、
環
状
集
落
に
み
る
住
居
の
群
構
造
と
、
各

群
内
で
の
住
居
の
変
遷
と
か
ら
、
住
居
の
同
時
存
在
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
そ
の
根
拠
の
基
本
と
な
っ
た
の
は
、
住
居
跡
の
切
り
合
い

や
炉
石
の
移
動
の
よ
う
な
住
居
の
廃
棄
に
関
わ
る
行
為
の
痕
跡
に
注
目
し
、
葉
群
内
で
の
住
ま
い
の
流
れ
を
ま
ず
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
役
割
分
担
し
た
各
署
が
同
時
に
存
在
す
る
と
仮
定
し
て
、
同
時
に
存
在
し
た
住
居
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
土
器
型
式
を
無

視
し
た
同
時
存
在
住
居
跡
の
選
定
は
、
厳
し
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
、
水
野
集
落
論
と
も
呼
ば
れ
る
、
集
落
内
の
住
居

跡
の
群
構
造
、
機
能
と
結
び
つ
い
た
各
種
遺
構
の
空
間
配
置
か
ら
集
落
を
研
究
す
る
視
点
は
現
在
に
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
成
功
は
、
土
器
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型
式
の
無
視
は
問
題
と
し
て
も
、
遺
構
自
体
に
、
同
時
存
在
を
決
め
る
手
が
か
り
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
方
法
的
に
見
て
水
野
集
落
論
は
仮
説
で
あ
っ
て
、
証
明
を
尽
く
し
た
結
論
で
は
な
い
。
こ
の
麗
な
仮
説
の
提
示
に
対
す
る
研
究
の
進

め
方
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
未
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
住
ま
い
の
流
れ
」
の
発
掘
現
場
で
の
追
求
か
ら
、
住
居
の
移
動
が
見
え
る
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
末
木
健
は
、
山
梨
県
下
の
発
掘

調
査
で
、
小
林
達
雄
の
言
う
吹
上
パ
タ
ー
ン
で
出
土
す
る
土
器
の
下
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
遺
物
を
含
ま
な
い
地
層
（
第
一
次
堆
積
層
）
に
注
目
し

⑩た
。
床
面
直
上
に
あ
る
こ
の
土
層
に
は
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
住
居
廃
絶
後
に
集
落
が
放
棄
さ
れ
た
時
の
堆
積
と
解

釈
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
～
次
堆
積
層
が
多
く
の
竪
穴
住
居
跡
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
次
堆
積
土
の
堆
積
し
た
時
期
に
そ
の
集
落
で

の
人
々
の
活
動
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
集
落
が
頻
繁
に
移
動
し
て
い
た
証
拠
で
あ
る
と
し
た
。

　
ま
た
、
石
井
寛
は
、
横
浜
市
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
発
掘
か
ら
、
拡
張
さ
れ
反
復
し
て
使
用
さ
れ
た
住
居
の
床
面
と
善
導
の
埋
積
土
に
注

　
　
⑪

目
し
た
。
拡
張
・
建
直
し
後
の
床
面
下
や
輪
留
穴
に
は
、
自
然
堆
積
土
層
が
流
入
し
て
い
る
と
判
断
し
、
拡
張
・
建
直
し
の
度
に
住
居
使
用
の

断
絶
が
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
様
な
現
象
が
数
軒
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
が
頻
繁
に
移
動
を
繰
り
返
し
て
い
た
と
し
た
。

こ
の
様
な
発
掘
現
場
か
ら
の
研
究
に
よ
り
、
「
環
状
集
落
論
」
で
は
系
統
的
な
繋
が
り
が
あ
る
と
す
る
重
複
す
る
住
居
跡
群
は
、
単
な
る
窪
み

の
利
用
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
重
複
す
る
住
居
間
の
相
互
の
関
係
は
な
い
と
す
る
意
見
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
小
林
謙
一
は
、
竪
穴
住
居
を
土
器
型
式
で
細
分
す
る
立
場
を
取
る
が
、
細
分
土
器
型
式
よ
り
さ
ら
に
短
い
住
居
の
同
時
存
在
を
推
定
す
る
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
年
代
単
位
と
し
て
、
住
居
の
計
画
か
ら
廃
絶
・
埋
没
に
到
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
（
図
一
）
と
、
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
接
合
関
係
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
て
、
同
時
に
機
能
し
て
い
た
遺
構
群
を
導
き
出
し
、
フ
ェ
イ
ズ
と
命
名
し
た
単
位
を
設
定
し
て
い
る
（
図
二
）
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
考
え

方
は
、
ユ
ニ
ー
ク
と
は
考
え
な
い
が
、
個
々
の
住
居
が
持
つ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
段
階
の
違
い
を
同
時
存
在
に
持
ち
込
ん
だ
点
は
評
価
で
き
る
。

同
時
存
在
を
考
え
る
と
き
、
各
遺
構
の
存
続
期
間
を
同
じ
に
考
え
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ず
れ
を
認
め
る
こ
と
で
、
遺
物
の
接
合
関
係
を
よ

り
同
時
存
在
の
証
明
に
用
い
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。
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図一　小林謙一による住居のライフサイクルの概念図
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フェイズ　軒i数遺構C遺構B遺構A

1計画

土器型式

1
　
　
　
2
　
　
2
　
　
　
2
　
　
2

フェイズ1

フェイス“2

フェイス“3

－
　
　
　
　
　
ー

フェイズ4

　　　　　o

lk＊＄1999a）

1計画

2構築
　　1

3生活

4床の補修
3星活

1計画

2構築
　1

3生活
　］

4炉の補修
　1
3生活

5廃絶一
薩没

築
　
　
活

構
－
生

2
　
　
　
　
6
δ

絶
　
没

　
一
埋

5
　
　
　
6

TYPEi　l

TYPE　2

TYPE　2

rvPE　2

TYPE　2

5廃絶
薩没

図こ　小林謙一による集落のフェイズの概念図

3

集
落
内
三
三
幽
土
遺
物
の
接
合
関
係

　
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
遺
物
の
三
次
元
位
置
を
ド
ッ
ト
し
て
記
録
す
る
方

法
は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
し
、
筆
者
も
実
施
し
て
き
た
。
筆
者
の
場
合

に
は
、
遺
跡
の
埋
没
状
況
を
理
解
し
、
と
く
に
土
器
型
式
の
細
分
に
用
い
る
層

位
資
料
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
遺
構
の
時
間
的
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
遺
物
接
合
関
係
の
集
落
論
へ
の
本
格
的

利
用
と
し
て
は
、
土
井
義
夫
と
里
…
尾
和
久
の
研
究
が
あ
る
。
「
（
住
居
の
）
覆
土

同
士
で
（
土
器
が
）
接
合
す
る
場
合
は
、
比
較
的
距
離
を
お
い
た
住
居
間
に
お

い
て
、
埋
設
土
器
と
住
居
覆
土
間
の
接
合
資
料
は
、
近
接
住
居
間
に
見
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
傾
向
が
看
取
さ
れ
て
い
る
」
と
し
（
五
三
）
、
前
者
の
接
合
関
係
を
「
環
状

集
落
の
一
時
的
景
観
規
模
を
示
唆
す
る
情
報
」
、
後
者
の
接
合
関
係
を
「
近
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

住
居
の
新
旧
関
係
の
整
理
」
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。
小
林
謙
一
は
、
こ
の
土

器
の
接
合
関
係
か
ら
読
み
取
れ
る
遺
構
の
時
間
関
係
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
論
と

組
み
合
わ
せ
て
、
遺
構
か
ら
住
居
の
同
時
存
在
の
推
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
集
落
遺
跡
の
発
掘
方
法
と
し
て
、
「
ド
ッ
ト
（
点
）
を
取
る
調
査
」
を
通
じ

て
遺
物
の
接
合
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
遺
構
の
切
り
合

い
関
係
と
同
じ
く
、
遺
構
同
士
の
時
間
関
係
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
事
実
で
あ

る
。
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4
　
炭
素
一
四
年
代
測
定

　
暦
の
な
い
縄
文
時
代
の
絶
対
年
代
を
知
る
た
め
に
は
、
自
然
科
学
的
年
代
測
定
法
を
用
い
る
。
幾
つ
か
あ
る
年
代
測
定
法
の
中
で
、
最
も
一

般
的
で
そ
れ
な
り
の
正
確
さ
が
あ
る
の
が
、
炭
素
一
四
年
代
測
定
法
で
あ
る
。
近
年
、
日
本
に
お
い
て
も
こ
の
炭
素
一
四
年
代
測
定
法
に
加
速

器
質
量
分
析
法
（
以
下
A
M
S
法
と
す
る
）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
な
い
試
料
で
よ
り
精
確
な
年
代
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
炭
素
～
四
年
代
を
暦
年
補
正
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
が
充
実
し
た
。
こ
の
様
な
新
し
い
情
況
下
で
、
土
器
に
付
着
し
た
炭
化
物
か
ら
縄
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図四　小林謙一による大橋遺跡の集落フェイズ抽出作業例

文
土
器
の
使
用
年
代
を
求
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
小
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

寛
貴
・
山
本
直
人
ら
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
研

究
法
を
発
展
さ
せ
、
細
分
土
器
型
式
の
暦
年
代
と
継
続

時
間
の
推
定
を
行
い
、
自
ら
考
案
し
た
住
居
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
論
と
結
び
つ
け
、
集
落
論
を
展
開
し
た
の
が

　
　
　
　
　
　
⑰

小
林
謙
一
で
あ
る
。

　
小
林
謙
一
は
、
炭
素
一
四
年
代
測
定
法
の
抱
え
て
い

る
誤
差
と
い
う
弱
点
を
、
考
古
学
的
に
相
対
的
な
連
続

性
が
保
証
で
き
る
土
器
を
系
統
的
且
つ
大
量
に
計
測
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
小
限
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
し
て
、
実
際
に
、
神
奈
川
県
慶
慮
義
塾
湘
南
藤
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
内
遺
跡
や
東
京
都
大
橋
遺
跡
に
お
い
て
、
住

居
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
推
定
暦
年
代
と
、
同
じ
く

遺
構
か
ら
出
土
し
た
炭
化
物
の
炭
素
一
四
年
代
を
用
い

て
、
住
居
跡
の
暦
年
代
推
定
と
存
続
時
間
の
推
定
を
行

い
、
独
自
の
集
落
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
様
な
手
続
き

を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
存
在
し
た
住
居
や
他
の

遺
構
が
識
別
で
き
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
（
図
四
・
五
）
。

こ
の
発
掘
調
査
時
の
デ
ー
タ
の
取
り
方
か
ら
、
分
析
、
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解
釈
に
い
た
る
方
法
は
、
集
落
遺
跡
の
調
査
と
し
て
基
本

的
に
最
も
正
し
い
方
法
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

住
居
跡
や
他
の
遺
構
の
切
り
合
い
関
係
や
、
遺
物
の
接
合

資
料
か
ら
、
遺
構
変
遷
の
流
れ
を
把
握
し
、
細
分
土
器
型

式
と
炭
素
十
四
年
代
に
よ
り
、
遺
構
の
同
時
存
在
を
推
定

す
る
小
林
謙
一
の
集
落
研
究
手
法
は
目
下
の
所
、
最
も
合

理
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
集
落
論
は
新
た
な

地
平
を
切
り
開
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
小
林
謙
一
の
集
落
研
究
法
の
前
提
で
あ
る

遺
構
の
同
時
存
在
と
暦
年
代
比
定
は
、
す
べ
て
が
明
確
に

証
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
暦
年
更
正
に
よ

っ
て
生
じ
る
誤
差
は
と
も
か
く
と
し
て
、
炭
素
一
四
年
代

測
定
法
に
本
来
内
包
さ
れ
て
い
る
誤
差
が
四
〇
年
以
上
は

見
込
ま
れ
る
の
に
、
其
れ
よ
り
細
か
い
年
代
や
時
間
幅
が

推
定
で
き
る
の
か
と
い
う
確
率
論
の
解
釈
に
関
す
る
疑
問

が
残
る
。
ま
た
、
較
正
年
代
と
の
対
比
で
重
要
な
役
割
を

演
じ
る
土
器
型
式
の
相
対
年
代
に
も
ま
だ
議
論
の
余
地
は

あ
る
様
に
感
じ
る
。
炭
素
一
四
年
代
が
推
定
外
の
年
代
を
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示
し
た
資
料
の
説
明
は
納
得
で
き
る
が
、
再
測
定
可
能
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
再
度
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検
証
可
能
な
方
法
と

い
う
利
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
さ
ら
に
現
実
的
な
課
題
も
あ
る
。
こ
の
様
な
詳
細
で
検
証
可
能
な
分
析
が
可
能
な
資
料
は
、
現
在
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ

の
様
な
視
点
を
持
っ
て
、
集
落
壁
跡
の
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
今
ま
で
に
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
発
掘
調
査
資
料
を
、

こ
の
新
し
い
集
落
論
に
ど
う
利
用
す
る
か
も
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。

縄文時代集落研究の課題（泉）

①
エ
ガ
ー
ス
著
、
田
中
琢
・
佐
原
眞
訳
㎎
考
古
学
研
究
入
門
』
（
岩
波
書
店
、
一

　
九
八
㎝
年
）

②
滋
賀
県
教
育
委
員
会
、
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
剛
粟
津
湖
底
遺
跡

　
第
3
貝
塚
（
粟
津
湖
底
遺
跡
工
）
』
、
一
九
九
七
年
置
四
一
六
頁
。

③
こ
の
様
な
方
法
を
用
い
た
研
究
と
し
て
は
、
往
居
跡
か
ら
出
土
し
た
完
形
土
器

　
を
一
括
土
器
と
し
て
、
縄
文
中
期
の
土
器
編
年
を
組
み
立
て
た
井
戸
尻
編
年
が
有

　
名
で
あ
る
。

④
小
林
達
雄
は
、
竪
穴
住
居
跡
の
床
面
が
や
や
埋
遣
し
た
時
点
で
、
環
形
の
土
器

　
や
土
器
片
、
他
の
遺
物
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
例
が
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

　
遺
物
廃
棄
の
類
型
の
一
つ
と
し
て
門
吹
上
パ
タ
ー
ン
」
と
命
名
し
た
（
小
林
達
雄

　
門
縄
文
世
界
に
お
け
る
土
器
の
廃
棄
に
つ
い
て
」
『
国
史
学
㎞
九
三
、
一
九
七
四

　
年
、
｝
…
一
四
頁
）
。
竪
穴
住
居
跡
か
ら
土
器
が
大
量
に
出
土
す
る
例
は
、
こ
の

　
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
住
居
の
年
代
と
、
出
土
す
る
土
器
の
年
代
は
一

　
致
し
な
い
。

⑤
竪
穴
住
居
の
附
用
年
数
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
竪
穴
住
居
を
泥
屋

　
根
の
冬
季
住
居
と
し
て
、
毎
年
な
い
し
数
年
で
建
て
直
し
を
要
す
る
と
す
る
意
見

　
も
あ
る
（
大
塚
昌
彦
「
火
山
灰
下
の
家
屋
扁
（
棚
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
～
五
』

　
雄
山
閣
、
一
九
九
六
年
、
一
碧
七
一
一
四
五
頁
）
。
一
般
的
に
、
上
部
構
造
を
支

　
え
る
木
柱
の
耐
用
年
数
は
、
古
代
か
ら
続
く
伊
勢
神
宮
の
二
〇
年
に
｝
度
の
式
年

　
遷
宮
か
ら
推
測
す
る
に
、
二
〇
年
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
小
林
鎌
一

　
は
後
に
述
べ
る
東
京
都
大
橋
遣
跡
の
分
析
か
ら
、
竪
穴
住
居
の
存
続
年
数
を
平
均

　
し
て
一
三
年
と
考
え
て
い
る
（
小
林
謙
一
糊
縄
文
社
会
の
研
究
の
新
視
点
上
灰

　
素
　
四
年
代
測
定
の
利
用
一
十
、
六
～
工
房
、
二
〇
〇
四
年
、
　
一
四
五
頁
）
。

⑥
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
魍
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
書
H
臨
、
一
九
六
二
年
、

⑦
黒
尾
和
久
、
小
林
謙
【
、
中
山
真
治
門
多
摩
丘
陵
・
武
蔵
野
台
地
を
中
心
と
し

　
た
縄
文
時
代
中
期
の
時
期
設
定
扁
（
欄
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
縄
文
中
期
集
落
研
究
の
新
地

　
平
』
縄
文
中
期
集
落
研
究
グ
ル
ー
プ
、
　
一
九
九
五
年
、
　
一
－
二
～
頁
）

⑧
小
林
謙
一
噸
縄
文
社
会
の
研
究
の
新
視
点
一
炭
素
一
四
年
代
測
定
の
利
用

　
一
』
（
編
ハ
皿
書
一
房
、
　
一
一
〇
〇
四
年
、
　
～
O
I
四
七
頁
）

⑨
水
野
正
好
「
縄
文
時
代
集
落
研
究
へ
の
基
礎
的
操
作
」
（
『
古
代
文
化
隔
｝
一
一
一

　
｝
二
・
四
、
　
一
九
山
ハ
九
年
、
　
一
一
一
＝
皿
貝
）

⑩
末
木
健
「
移
動
と
し
て
の
吹
上
パ
タ
ー
ン
」
（
『
由
梨
県
中
央
道
埋
蔵
文
化
財
包

　
蔵
地
発
掘
調
査
報
告
書
i
北
巨
摩
郡
長
坂
・
明
野
・
韮
瞬
地
内
一
州
山
梨
県

　
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
、
二
二
〇
1
ニ
ニ
六
頁
）
、
「
土
器
廃
棄
と
集
落
研

　
究
」
（
『
論
集
日
本
原
史
扁
、
襲
用
弘
文
館
一
九
八
五
年
、
三
五
　
一
三
七
二
頁
）

⑪
石
井
寛
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
集
団
移
動
と
地
域
組
織
」
（
門
調
査
研
究
集
録
』

　
二
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
埋
蔵
文
化
財
調
査
団
、
～
九
七
七
年
頃
四
五
～
五
九

　
頁
）
、
「
集
落
の
継
続
と
移
動
」
（
『
縄
文
文
化
の
研
究
8
蜘
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八

33　（33）



　
二
年
、
四
九
－
五
九
頁
）

⑫
小
林
謙
一
「
縄
紋
時
代
中
期
集
落
に
お
け
る
一
時
的
集
落
景
観
の
復
元
」
（
『
国

　
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
二
集
、
一
九
九
九
年
、
九
五
－
一
二
一

　
頁
）

⑬
小
林
謙
一
『
縄
文
社
会
研
究
の
新
視
点
－
炭
素
一
四
年
代
測
定
の
利
用

　
1
』
（
六
一
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
四
八
－
五
二
頁
）

⑭
黒
尾
和
久
「
集
落
研
究
に
お
け
る
「
時
」
の
問
題
」
（
『
縄
文
時
代
集
落
研
究
の

　
現
段
階
睡
、
第
一
回
研
究
集
会
発
表
要
旨
、
入
九
…
九
四
頁
、
縄
文
時
代
文
化
研

　
究
会
、
二
〇
〇
～
年
）
、
「
縄
文
中
期
の
居
住
形
態
」
（
州
歴
史
評
論
』
四
五
四
、
九

　
1
二
一
頁
、
一
九
八
八
年
）
一
九
頁
図
よ
り
。

⑮
図
三
で
、
丸
印
を
結
ぶ
直
線
は
丸
印
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
接
合
関
係

　
を
示
す
。
中
央
に
あ
る
遺
構
の
な
い
空
間
（
広
場
）
を
挟
ん
で
、
距
離
を
お
い
て

　
接
合
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
黒
矢
印
で
示
し
た
関
係
は
、
近
接
し
た
住
居
間

　
に
接
合
関
係
の
な
い
こ
と
を
示
す
。

⑯
小
田
寛
貴
・
山
本
直
人
「
縄
文
土
器
の
A
M
S
1
4
C
年
代
と
較
正
年
代
」
（
㎎
考

　
古
学
と
自
然
科
学
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
－
一
三
頁
）

⑰
小
林
謙
一
㎎
縄
文
社
会
研
究
の
新
視
点
一
炭
素
～
四
年
代
測
定
の
利
用

　
一
』
（
六
一
書
一
房
、
一
一
〇
〇
四
年
）
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二
　
環
状
集
落
と
非
環
状
集
落

　
考
古
学
に
と
っ
て
、
実
証
で
き
る
事
実
だ
け
が
研
究
の
対
象
で
あ
る
の
か
。
考
古
資
料
に
は
限
界
が
あ
る
。
現
在
私
達
が
得
る
こ
と
の
で
き

る
考
古
資
料
は
、
当
時
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
事
実
、
集
落
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
・
情
報
の
う
ち
、
現
在
に
ま
で
残
存
す
る
の
は
そ

の
一
部
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま
た
、
発
掘
調
査
技
術
の
現
在
的
限
界
か
ら
、
残
存
し
て
い
て
も
発
見
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
「
発
見
で
き
な
い
、
実
証
で
き
な
い
も
の
」
は
、
集
落
研
究
に
組
み
込
む
必
要
が
な
い
、
も
し
く
は
研
究
の
前
提
と
し
な
い
と
す
る
考
え
方

か
ら
、
集
落
遺
跡
で
の
「
事
実
の
発
見
」
に
重
き
を
置
く
研
究
が
存
在
す
る
。
一
方
、
「
発
見
で
き
な
い
、
確
認
で
き
な
い
情
報
の
存
在
を
前

提
」
に
、
同
時
存
在
の
証
明
を
後
に
回
し
、
継
続
的
な
集
落
利
用
を
前
提
に
、
集
落
の
構
造
的
な
枠
組
み
を
見
出
し
、
集
落
間
に
お
け
る
構
造

の
比
較
を
研
究
の
中
心
に
据
え
る
研
究
も
あ
る
。
「
見
な
お
」
し
論
」
・
「
横
切
り
集
落
論
」
の
立
場
は
前
者
に
多
く
、
「
環
状
集
落
論
」
は
後
者
の

立
場
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
の
研
究
の
進
め
方
が
単
に
集
落
研
究
で
の
後
先
の
問
題
と
考
え
る
研
究
者
も
多
い
。
本
章
で
は
、
集
落
構

造
を
重
視
す
る
立
場
の
研
究
を
検
討
す
る
。



1
　
環
状
集
落
の
構
造

縄文時代集落研究の課題（泉）

　
関
東
地
方
、
中
部
地
方
を
中
心
に
東
日
本
の
広
い
範
囲
で
、
縄
文
時
代
前
期
以
降
、
環
状
を
呈
す
る
大
規
模
な
集
落
が
発
見
さ
れ
る
。
最
大

級
の
環
状
集
落
で
は
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇
棟
の
竪
穴
住
居
が
外
径
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
内
径
八
○
メ
ー
ト
ル
の
環
状
の
範
囲
に
あ
り
、
そ
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

側
に
は
数
百
の
墓
穴
が
あ
る
。
同
時
に
こ
の
数
の
住
居
や
墓
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
百
年
間
に
わ
た
る
利
用
の
結
果
で
あ
り
、
同
時

期
に
存
在
し
た
住
居
や
墓
の
数
を
直
ち
に
推
測
す
る
の
は
難
し
い
が
、
規
模
は
と
も
か
く
と
し
て
、
同
様
な
構
造
を
持
つ
環
状
集
落
を
東
日
本

で
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
は
な
い
。
こ
の
様
な
環
状
集
落
を
分
析
す
る
手
法
と
し
て
、
同
時
存
在
遺
構
の
追
求
と
は
別
に
、
集
落
で
の
各
種
遺

構
の
空
間
分
布
を
重
視
す
る
方
法
が
存
在
す
る
。
時
間
的
累
積
結
果
で
は
あ
る
が
、
環
状
集
落
に
は
、
竪
穴
住
居
跡
が
あ
る
空
間
や
、
掘
立
柱

建
物
の
あ
る
空
間
、
墓
穴
が
分
布
す
る
空
間
、
遺
構
の
認
め
ら
れ
な
い
空
間
な
ど
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
遺
構
の
存
在
す
る
所
に

も
、
重
複
し
集
中
す
る
場
が
複
数
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
遺
跡
の
状
況
を
、
繰
り
返
し
て
同
じ
場
所
に
同
じ
施
設
を
作
る
集
落
の

「
規
制
」
が
存
在
す
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
本
格
的
な
縄
文
集
落
論
の
開
始
は
和
島
誠
一
に
よ
る
が
、
集
落
内
の
構
造
に
最
初
に
目
を
向
け
た
の
は
、
水
野
正
好
で
あ
る
。
高
度
成
長
の

始
ま
り
の
頃
、
大
規
模
な
遺
跡
破
壊
を
目
の
前
に
し
、
水
野
正
好
は
、
個
々
の
遺
構
に
目
を
向
け
が
ち
だ
っ
た
当
時
の
縄
文
集
落
調
査
に
対
し

て
、
「
想
念
を
持
っ
た
調
査
」
の
必
要
性
を
主
張
し
、
遺
跡
の
背
後
に
あ
る
「
村
」
を
読
む
こ
と
を
集
落
調
査
の
基
礎
に
お
く
べ
き
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

林
謙
作
に
よ
れ
ば
、
方
法
的
に
は
「
水
野
は
遺
構
の
読
み
取
り
レ
ベ
ル
で
演
繹
的
な
論
理
を
展
開
し
た
」
と
い
う
。
和
島
誠
　
と
水
野
正
好
の

提
案
し
た
集
落
論
は
、
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
集
落
の
構
造
を
重
視
し
て
研
究
す
る
縄
文
集
落
論
に
継
続
さ
れ
て
い
る
。

2

環
状
集
落
の
璽
帯
構
造
と
分
節
構
造

最
近
の
構
造
に
着
目
し
た
集
落
論
と
し
て
、
多
機
能
で
且
つ
最
大
の
住
居
数
持
つ
環
状
集
落
を
中
心
に
集
落
論
を
ま
と
め
た
谷
口
康
浩
の
概
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⑤

究
が
あ
る
。
谷
口
康
浩
は
環
状
集
落
の
重
要
な
二
つ
の
構
造
と
し
て
、
「
重
帯
構
造
」
と
「
分
節
構
造
」
を
あ
げ
る
。

　
重
浮
構
造
と
は
集
落
空
間
の
同
心
円
的
区
分
で
あ
り
、
「
建
物
や
施
設
を
配
置
す
る
場
所
に
規
則
性
が
あ
り
、
所
定
の
圏
内
に
竪
穴
住
居
・

貯
蔵
穴
・
掘
立
柱
建
物
・
土
墳
墓
な
ど
を
配
置
す
る
」
構
造
で
あ
る
（
図
六
上
）
。
「
重
帯
構
造
の
基
本
は
、
集
落
の
外
周
に
竪
穴
住
居
を
配
置

し
、
中
央
部
分
を
広
場
お
よ
び
墓
域
と
す
る
形
態
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
谷
口
康
浩
は
中
期
の
環
状
集
落
の
重
帯
構
造
に
地
域
差
と

　
　
　
　
　
　
⑥

時
期
差
を
認
め
る
。

　
分
節
構
造
と
は
、
集
落
空
間
の
直
径
的
区
分
で
あ
り
、
環
状
集
落
に
同
心
円
的
、
重
圏
的
に
存
在
す
る
住
居
群
や
濃
艶
と
廃
棄
帯
な
ど
を
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

径
的
に
区
分
す
る
構
造
を
分
節
構
造
と
す
る
（
図
六
下
）
。
集
落
が
幾
つ
か
の
単
位
か
ら
な
る
こ
と
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
水
野
正

好
は
、
与
助
尾
根
遺
跡
の
分
析
か
ら
、
二
大
群
と
、
各
大
群
が
二
棟
を
～
小
群
と
し
て
三
単
位
に
別
れ
る
事
を
示
し
、
集
落
内
で
の
集
団
と
関

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
谷
ロ
康
浩
は
、
こ
の
罪
な
環
状
集
落
一
般
に
認
め
ら
れ
る
規
則
的
な
分
割
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
中
期
集
落
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

墓
群
に
複
数
認
め
ら
れ
る
分
節
構
造
が
、
血
縁
集
団
の
単
位
を
示
す
と
考
え
て
い
る
。
住
居
に
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
分
節
構

造
は
認
め
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
、
廃
棄
帯
に
も
こ
の
様
な
分
節
構
造
は
存
在
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
環
状
集
落
に
お
け
る
重
帯
構
造
と
分
節
構
造
と
い
う
「
規
則
的
な
空
間
構
成
は
、
時
間
的
な
一
断
面
よ
り
も
む
し
ろ
時
間
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

累
積
の
中
に
は
っ
き
り
と
析
出
さ
れ
て
く
る
性
質
を
も
っ
て
い
る
」
と
、
谷
口
康
浩
は
指
摘
す
る
。
実
際
に
、
集
落
の
発
掘
調
査
で
は
、
時
期

の
同
定
で
き
な
い
遺
構
も
多
く
あ
り
、
先
に
述
べ
た
遺
構
の
同
時
存
在
を
証
明
す
る
方
法
的
な
限
界
と
合
わ
せ
る
と
、
す
べ
て
の
遺
構
を
時
間

軸
だ
け
で
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
集
落
の
空
間
構
造
を
追
求
す
る
研
究
は
、
遺
構
や
遺
構
の
群
構
造
の
解
釈
に
有
利
で

あ
り
、
集
落
研
究
の
次
な
る
目
標
で
あ
る
縄
文
社
会
の
研
究
に
向
け
て
利
点
が
あ
る
。

　
た
だ
し
、
集
落
の
構
造
を
重
視
し
た
研
究
は
、
モ
デ
ル
あ
り
き
の
「
思
い
込
み
」
的
、
仮
説
提
示
型
の
研
究
と
な
り
、
自
己
の
仮
説
に
都
合

の
良
い
例
だ
け
で
「
証
明
」
す
る
様
に
な
り
や
す
い
。
古
く
か
ら
の
水
野
集
落
論
へ
の
批
判
の
多
く
は
、
こ
の
点
に
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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躍
垂

蔑
な　　
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　　　　　　　遡　 ＿　　　　．

図六　谷口康浩による重帯構造（上）と分帯構造（下）の例示
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　図七　小林克・小島朋夏による列状配置の模式図

0

　
谷
口
康
浩
の
論
の
展
開
を
見
る
に
、
時
間
的
累
積
の
結
果
か
ら
見
る
集
落
の
構
造
は
、
一
つ
の
仮
説
と
し

て
魅
力
的
で
あ
る
が
、
仮
説
か
ら
解
釈
へ
と
直
接
的
に
展
開
す
る
方
法
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
解
釈
に

至
る
前
に
、
時
間
的
累
積
の
結
果
か
ら
得
た
集
落
の
構
造
が
、
細
分
さ
れ
た
時
間
、
同
時
存
在
の
集
落
に
お

い
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
時
間
的
に
継
続
す
る
こ
と
を
、
具
体
的
に
実
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
同
時
存
在
を
実
証
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
が
谷
口
康
浩
の
著
作
に
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
研
究
の
展

開
に
お
い
て
欠
点
で
あ
る
。3

　
葬
環
状
集
落
の
構
造

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
環
状
集
落
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
年
代
的
に
も
地
域
的
に
も
限
ら
れ
て
い
る
。
縄
文

草
創
期
か
ら
早
期
に
は
、
全
国
的
に
見
て
も
環
状
集
落
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
、
北
海
道
東
部
や
西
日
本

で
は
全
時
期
を
通
じ
て
、
ほ
と
ん
ど
環
状
集
落
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
東
北
地
方
で
は
前
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
、
列
状
集
落
と
呼
ぶ
住
居
が
列
状
に
並
ぶ
集
落
が
あ
る
。
三
内
丸
山
遺
跡
は
そ
の
典
型
で
あ
り
、
住

居
に
限
ら
ず
、
墓
も
道
に
沿
っ
て
列
状
を
な
す
。
平
面
が
長
楕
円
形
を
な
す
「
ロ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
」
の
配
置

に
よ
り
、
長
楕
円
形
の
長
軸
を
列
状
の
連
ね
る
「
縦
列
配
置
」
と
、
短
軸
を
列
状
に
連
ね
る
「
並
列
配
置
」

　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
分
か
れ
る
（
図
七
）
。
縦
列
配
置
は
前
期
の
青
森
県
、
秋
田
県
北
部
、
岩
手
県
の
太
平
洋
側
に
か
け
て
分

布
し
、
並
列
配
置
は
秋
田
県
、
岩
手
県
南
部
か
ら
栃
木
県
、
新
潟
県
に
か
け
て
の
申
期
の
集
落
遺
跡
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

見
ら
れ
る
。
こ
の
分
布
圏
は
縦
列
配
列
が
円
筒
下
層
式
、
並
列
配
置
が
大
木
式
の
分
布
圏
と
重
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
三
内
丸
山
遺
跡
例
の
よ
う
に
、
住
居
や
墓
、
貯
蔵
穴
が
複
数
の
群
に
分
か
れ
て
ま
と
ま
る
こ
と
が
あ

り
、
環
状
集
落
に
見
る
分
節
構
造
が
、
別
の
形
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
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九
州
地
方
で
も
、
列
状
を
な
し
そ
う
な
例
が
熊
本
県
中
堂
遺
跡
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
円
形
住
居
が
六
三
棟
検
出
さ
れ
、
あ
た
か
も
道
に
沿

っ
て
二
列
に
住
居
が
配
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
景
観
で
あ
っ
た
。
前
回
亮
一
、
水
ノ
江
和
同
に
よ
れ
ば
、
「
お
お
よ
そ
四
群
に
分
か
れ
る
住
居
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
四
段
階
に
亘
っ
て
変
遷
し
て
い
く
様
子
が
窺
え
る
」
と
い
う
。

　
縄
文
集
落
の
発
掘
調
査
が
西
日
本
で
は
最
も
進
ん
で
い
る
九
州
地
方
で
は
、
数
十
棟
以
上
の
竪
穴
住
居
か
ら
な
る
集
落
遺
跡
が
十
カ
所
以
上

で
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
一
＝
二
棟
の
竪
穴
住
居
が
出
土
し
た
宮
崎
県
本
野
原
遺
跡
の
や
や
変
形
し
た
環
状
集
落
に
は
、
墓
域
や
広
場
の
重
帯
構

造
が
あ
り
、
掘
立
柱
建
物
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
的
環
状
集
落
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
以
外
は
、
基
本
的
に
重
帯
構
造
の
あ
る
環
状

集
落
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
な
り
の
規
模
の
集
落
遺
跡
で
は
、
竪
穴
住
居
群
が
二
群
な
い
し
そ
れ
以
上
に
群
分
け
で
き
る
例
は
一
般

　
　
　
⑭

的
で
あ
り
、
分
節
的
な
構
造
が
存
在
し
て
い
た
と
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

　
環
状
集
落
の
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
地
域
は
、
日
本
列
島
に
広
く
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
環
状
集
落
が
見
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、

環
状
集
落
を
形
成
す
る
ほ
ど
の
大
規
模
な
集
落
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
、
大
規
模
集
落
も
環
状
集
落
と
は
異
な
る
集
落
構
成
の
原

理
と
形
態
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
か
、
集
落
構
成
の
原
理
は
同
じ
で
も
形
態
だ
け
が
違
う
の
か
を
見
極
め
る
の
は
、
未
だ
資
料
不
足
と

議
論
不
足
で
あ
る
。

4

掘
立
柱
建
物
で
構
成
さ
れ
た
集
落
と
掘
立
散
木
柱
の
年
輪
年
代

　
一
九
九
九
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
潟
県
青
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
掘
立
柱
建
物
で
構
成
さ
れ
た
縄
文
晩
期
終
末
期
の
集
落
が
発
見
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
。
四
二
五
本
の
木
柱
が
腐
敗
せ
ず
に
遺
存
し
て
お
り
、
そ
の
配
置
か
ら
五
八
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
識
別
さ
れ
た
。
新
潟
県
下
で
は
、
縄
文
後

期
か
ら
掘
立
柱
建
物
が
竪
穴
住
居
と
共
存
し
な
が
ら
も
、
増
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
晩
期
後
半
に
は
掘
立
柱
建
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
集
落
が

　
　
　
⑯

登
場
し
た
。
青
田
遺
跡
も
そ
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
新
潟
県
以
南
の
北
陸
地
方
で
は
、
環
状
木
柱
列
の
よ
う
な
強
大
な
木
製
祭
祀
遺
構
は
発
見

さ
れ
る
が
、
竪
穴
住
居
跡
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
は
掘
立
柱
の
住
居
が
分
布
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
近
畿
地
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表一 木村勝彦による青国遺跡グループ1の構成偲体の年輪パターン間の相関表
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縄文時代集落研究の課題（泉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

方
以
西
の
後
期
で
は
、
竪
穴
住
居
の
発
見
例
が
少
な
く
、
遺
跡
か
ら
多
く
の
馬
穴
遺
構
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
掘
立
柱
に
よ

る
住
居
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

　
青
田
遺
跡
発
掘
調
査
の
最
大
の
成
果
は
、
先
に
述
べ
た
木
柱
の
残
存
し
て
い
た
掘
立
柱
建
物
の
年
代
を
正
確
に
決
定
で
き
た
点
で
あ
る
。
竪

穴
住
居
の
同
時
存
在
の
証
明
は
大
変
難
し
く
、
大
変
や
や
こ
し
い
証
明
手
続
き
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
青
田
遺
跡
で
は
掘
立
柱
建
物
に
使
用
さ
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れ
た
ク
リ
や
コ
ナ
ラ
属
の
木
柱
の
年
輪
比
較
か
ら
、
建
物
間
の
年
代
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
様
の
方
法
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
青
銅
器
時
代
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の
村
の
展
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用
い
ら
れ
た
例
が
あ
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が
、
日
本
で
は
初
め
て
で
あ
っ
た
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年
輪
年
代
法
に
お
け
る
年
代
測
定
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
彼
ら
は
一
一
三
本
の
木
柱
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
同
一
建
物
を

構
成
す
る
柱
材
で
年
代
関
係
の
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
同
一
建
物
内
で
の
柱
材
は
ほ
ぼ
同
一
年
に
伐
採
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
上
で
、
建
物
問
の
年
代
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
分
析
を
行
っ
た
建
物
は
二
群
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
群
の
中
で
は
、
建
物
は
五
年

程
度
の
短
期
間
に
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
年
輪
か
ら
分
け
た
建
物
の
二
群
は
、
発
掘
調
査
で
層
位
的
に
分
か
れ
た
S
4
～
S
3
期
、

S
1
期
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
と
い
う
。

　
具
体
的
に
紹
介
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ー
と
す
る
群
は
八
棟
二
七
柱
根
か
ら
な
り
、
始
め
に
二
棟
、
二
年
目
に
一
棟
、
三
年
目
に
二
棟
、
四
年

目
に
一
棟
、
五
年
目
に
二
棟
が
建
設
さ
れ
た
と
す
る
。
グ
ル
ー
プ
2
は
一
〇
棟
二
〇
柱
根
か
ら
な
り
、
柱
根
が
少
な
く
建
物
の
建
築
順
序
は
明

ら
か
に
レ
え
な
い
が
・
五
年
程
度
の
短
い
期
間
に
建
て
ら
れ
た
と
す
る
（
　
　
　
　
　
⑳
表
一
・
二
）
・
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縄文時代集落研究の課題（泉）

　
建
物
の
存
続
期
間
が
五
年
以
上
と
す
る
な
ら
ば
、
青
田
遺
跡
に
お
い
て
証
明
可
能
な
同
時
に
存
在
し
た
建
物
は
、
少
な
く
と
も
八
～
～
○
棟

と
な
る
（
図
面
）
。
年
代
同
定
が
で
き
な
か
っ
た
掘
立
柱
建
物
や
、
未
発
掘
地
域
に
あ
る
建
物
を
加
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
同
時
に
一
〇
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

以
上
の
住
居
が
建
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
と
い
う
。

　
年
輪
年
代
を
利
用
し
て
同
時
存
在
の
住
居
を
明
ら
か
に
す
る
手
法
の
日
本
で
の
応
用
は
、
貴
重
な
成
果
で
あ
り
、
今
後
の
集
落
研
究
に
お
い

て
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
青
田
遺
跡
の
よ
う
に
木
柱
が
遺
存
す
る
遺
跡
は
極
め
て
希
で
あ
り
、
こ
の
方
法
だ

け
で
は
、
縄
文
集
落
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
ず
、
こ
れ
だ
け
詳
細
な
住
居
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
集
落
を
、
ど
の
よ

う
に
分
析
す
る
か
考
古
学
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
①
谷
口
康
浩
咽
環
状
集
落
と
縄
文
社
会
構
造
㎞
（
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
、
五
四
　
　
て
」
（
『
古
代
文
化
㎞
五
〇
（
四
）
、
一
九
九
八
年
、
一
－
一
八
頁
）

　
　
…
五
八
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
坪
井
清
足
「
縄
文
文
化
論
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
隔
一
、
一
九
六
二
年
、

　
②
和
島
誠
一
「
原
始
聚
落
の
構
造
」
（
『
日
本
歴
史
講
座
』
学
生
書
房
、
一
九
四
八
　
　

　
〇
九
ー
コ
ニ
八
頁
）
に
引
用
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・

　
年
、
～
1
三
二
頁
）
、
「
南
堀
貝
塚
と
原
始
集
落
」
（
『
横
浜
市
史
』
～
　
有
隣
堂
、

　
一
九
五
八
年
、
二
九
一
四
六
頁
）
。

③
水
野
正
好
「
縄
文
時
代
集
落
研
究
へ
の
基
礎
的
操
作
」
（
哩
古
代
文
化
』
二
一
1

　
～
二
・
四
、
　
一
－
二
一
頁
、
　
一
九
六
九
年
）

④
林
謙
作
附
票
紋
時
代
史
H
』
（
雄
山
閣
、
考
古
学
選
書
、
二
〇
〇
賜
年
、
O
O

　
頁
）

⑤
谷
口
康
浩
「
環
状
集
落
の
空
聞
構
成
」
（
『
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
㎞
縄

　
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
、
六
一
i
七
二
頁
）
。
水
野
正
好
は
す
で
に

　
こ
の
様
な
同
心
円
構
造
と
熱
構
造
に
注
目
し
て
い
た
が
、
同
心
円
構
造
の
地
域
差

　
を
認
め
る
な
ど
谷
口
康
浩
独
自
の
展
開
が
あ
り
、
重
帯
構
造
と
分
節
構
造
と
い
う

　
谷
口
康
浩
の
用
語
に
従
う
。

⑥
谷
口
康
浩
「
環
状
集
落
の
空
間
構
成
」
（
『
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
』
縄

　
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
、
六
一
－
七
二
頁
）
の
六
六
頁
。

⑦
谷
口
康
浩
「
環
状
集
落
形
成
論
－
縄
文
時
代
中
期
集
落
の
分
析
を
中
心
と
し

⑨
谷
口
康
浩
『
環
状
集
落
と
縄
文
社
会
構
造
湖
（
学
生
社
、
二
〇
〇
五
年
、
ノ

　
九
頁
）

⑩
谷
口
康
浩
「
環
状
集
落
の
空
間
構
成
」
（
魍
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
』
縄

　
文
時
代
文
化
研
閉
究
△
瓜
、
二
〇
〇
一
年
、
六
一
－
七
一
一
百
パ
）
⊥
ハ
ニ
百
以
。

⑪
小
林
克
、
小
島
朋
夏
「
非
環
状
集
落
」
（
『
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
睡
縄

　
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
、
七
三
－
七
七
頁
）

⑫
　
小
林
克
、
小
島
朋
夏
「
非
環
状
集
落
」
（
『
縄
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
臨
縄

　
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
　
年
、
七
三
…
七
七
頁
）
七
四
頁
。

⑬
重
縫
亮
～
、
水
ノ
江
和
同
「
九
州
地
方
南
部
に
お
け
る
縄
文
時
代
集
落
の
諸
様

　
梱
」
（
噸
列
島
に
お
け
る
縄
文
時
代
集
落
の
諸
様
相
』
縄
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二

　
〇
〇
一
年
、
六
〇
五
－
六
〇
九
頁
）

⑭
水
ノ
江
和
同
「
九
州
地
方
に
お
け
る
集
落
変
遷
の
画
期
と
研
究
の
現
状
」
（
縄

　
文
時
代
集
落
研
究
の
現
段
階
』
縄
文
時
代
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
、
四
七
－

　
五
〇
頁
）
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⑮
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
財
団
法
人
新
潟
県
埋
葬
文
化
財
調
査
事
業
団
『
日
本
海

　
沿
岸
東
北
自
動
車
道
関
係
発
掘
調
査
報
告
書
V
青
田
遺
跡
㎞
（
新
潟
県
埋
蔵
文
化

　
財
調
査
報
告
書
　
第
一
三
三
集
、
二
〇
〇
四
年
）

⑯
荒
川
隆
史
門
新
潟
県
に
お
け
る
縄
文
晩
期
の
ム
ラ
・
墓
・
建
物
」
（
噸
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
「
よ
み
が
え
る
青
田
遺
跡
」
川
辺
の
縄
文
集
落
臨
、
財
団
法
人
新
潟
県
埋
蔵

　
文
化
財
調
査
事
業
団
、
新
潟
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
、
九
ニ
ー
九
七
頁
）

⑰
関
西
縄
文
文
化
研
究
会
『
関
西
の
縄
文
住
居
』
、
一
九
九
九
年

⑱
木
村
勝
彦
、
斉
藤
智
治
、
中
村
俊
夫
門
青
田
遺
跡
に
お
け
る
柱
根
の
年
輪
年
代

　
学
的
解
析
に
よ
る
建
物
群
の
年
代
関
係
の
検
討
」
（
糊
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

　
関
係
発
掘
調
査
報
皆
書
V
青
田
遺
跡
』
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
　
第
一

　
　
薫
二
集
、
【
一
〇
〇
四
年
、
　
一
六
五
1
～
七
六
百
ハ
）

⑲
幻
国
累
甥
舛
国
≦
ρ
蝉
邑
し
ヴ
〉
西
諸
℃
．
堕
郎
§
ミ
ミ
§
ぢ
§
§
・
蛍
さ
ミ
。
誉
§
叙

　
穿
ミ
捧
ω
Φ
8
轡
飢
国
曄
篇
。
戸
ピ
o
p
ら
。
純
一
り
0
9
や
一
ω
O
．

⑳
木
村
勝
彦
「
木
柱
の
年
輪
か
ら
読
む
縄
文
人
の
く
ら
し
」
（
闘
木
が
議
る
縄
文
ラ

イ
フ
ー
1
青
田
選
跡
の
最
新
成
果
か
ら
一
』
新
潟
県
立
博
物
館
、
信
濃
川
火
焔
街

道
連
携
幼
上
議
A
耳
、
二
〇
〇
五
年
、
　
一
六
頁
1
【
一
一
頁
〉

⑳
木
村
勝
彦
「
木
柱
の
年
輪
か
ら
読
む
縄
文
人
の
く
ら
し
扁
（
噸
木
が
語
る
縄
文
ラ

イ
フ
ー
↓
胃
田
遺
跡
の
最
新
成
果
か
ら
一
蹴
新
潟
県
立
博
物
館
、
信
濃
潤
火
焔
街

道
連
携
初
渤
議
ム
耳
、
二
〇
〇
五
年
置
　
一
六
百
熟
－
二
一
頁
）
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
論
で
取
り
上
げ
た
最
近
の
論
文
・
報
告
書
は
、
「
見
な
お
し
論
」
と
「
環
状
集
落
論
」
と
い
う
従
来
の
分
類
で
は
な
く
、
異
な
る
幾
つ
か

の
軸
で
、
分
類
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
つ
に
、
縄
文
時
代
観
と
深
く
関
わ
る
、
「
小
規
模
集
落
論
」
と
「
大
規
摸
（
環
状
）
集
落
論
」
と

い
う
区
分
。
一
つ
に
、
「
頻
繁
な
移
動
が
あ
る
」
と
す
る
か
、
「
頻
繁
な
移
動
は
な
い
」
と
す
る
か
。
ま
た
、
手
法
と
係
わ
る
「
実
証
的
手
法
1
1

同
時
的
存
在
の
追
求
」
と
「
演
繹
的
手
法
」
と
い
う
区
別
も
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
小
林
謙
一
の
集
落
論
は
、
「
実
証
的
手
法
」
に
よ
る
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
大
規
模
集
落
論
」
で
、
「
頻
繁
な
移
動
も
時
期
的
に
は
あ
っ
た
」
と
す
る
集
落
論
で
あ
る
。
谷
口
康
浩
の
集
落
論
は
「
演
繹
的
手
法
に
よ
る
」

「
大
規
模
（
環
状
）
集
落
論
、
「
頻
繁
な
移
動
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
集
落
論
に
あ
た
る
と
考
え
る
。
こ
の
大
き
な
違
い
は
、
や
は
り
最

終
的
に
は
考
古
学
的
手
法
、
す
な
わ
ち
、
遺
跡
の
中
で
、
発
掘
調
査
の
中
で
実
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
小
林
謙
一
の
A
M
S
法
に
よ
る
炭
素
一
四
年
代
測
定
法
を
利
用
し
た
同
時
存
在
住
居
の
追
求
、
木
村
勝
彦
の
年
輪
年
代
に
よ
る
同
時
存
在
住

居
の
追
求
は
、
今
ま
で
は
思
う
よ
う
に
は
証
明
で
き
な
か
っ
た
同
時
存
在
の
遺
構
群
に
よ
る
集
落
復
元
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
様
に
遺
跡
の
詳

細
な
分
析
が
可
能
に
な
る
と
、
地
域
や
時
期
や
規
模
等
に
よ
り
、
環
状
集
落
で
な
い
様
々
な
形
態
の
集
落
も
見
え
、
集
落
分
析
も
進
行
す
る
気



が
す
る
。
環
状
集
落
や
竪
穴
住
居
の
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
地
域
で
の
集
落
に
つ
い
て
も
、
よ
り
積
極
的
な
研
究
も
進
む
と
考
え
る
。
環
状
集
落

の
発
見
さ
れ
て
い
な
い
近
畿
地
方
に
い
る
筆
者
に
と
っ
て
、
集
落
論
が
よ
り
身
近
な
議
論
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
①
　
東
京
都
大
橋
遺
跡
で
は
加
州
利
E
2
式
と
痛
曾
利
E
4
式
に
は
断
続
的
な
居
住
　
　
　
　
～
四
年
代
測
定
の
利
用
1
』
、
六
皿
書
房
、
二
〇
〇
四
年
夏
一
六
四
頁
）

　
が
想
定
で
き
る
と
し
て
い
る
。
小
林
謙
一
『
縄
文
社
会
の
研
究
の
新
視
点
－
炭
素

縄文時代集落研究の課題（泉）
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Issues　in　the　Study　of　Settlements　of　the　Jomon　Period

by

IzuMI　Takura

　　In　the　analysis　of　Jomon　set艶ments縄文集落，£here　are　two　conflicting　views．

One　view　holds　that　Jornon　settlements　were　not　as　extensive　as　current

archaeological　sites　suggest　and　that　the　settlements　were　temporary　sites　reset－

tled　over　and　over　again．　The　other　view　holds　that　extensive　sites　are　the　result

of　acctunulation　in　the　sites　over　hundreds　of　years　and　the　large－scale　settlements

were　equipped　with　facdities　necessary　for　sedentary　ffe．　The　former　is　cailed　the

“revisionist　（or　synchronous）　theory”　since　it　was　derived　from　the　stand　point　of

those　in　charge　of　excavations　who　sought　how　to　consider　what　had　once　been

seen　as　contemporaneous　dwel血gs　and　graves．　The　latter　is㎞own　as　the‘‘circu－

lar　settlement　theory”　because　it　posits　a　theory　of　settlements　based　on　ari　analy－

sis　of　the　special　circu｝ar　structure　of　the　Jomon　settlements　that　provided　evi－

dence　of　such　by　their　concentric　circular　form．

　　The　greatest　source　of　the　confiict　betweeR　the　two　theories　is　the　fact　that　it

cannot　be　made　entirely　clear　thatthe　remains　of　the　mariy　dwellings，　graves，　and

storage　pits　were　coRtemporaneous．　For　example，　even　though　the　remains　of

hundreds　of　pit　dwellings　have　been　discovered　on　the　sites，　it　is　not　possible　with

ctureRt　research　methods　to　determine　immediately　how　many　structures　existed

at　one　time　and　thus　how　they　were　distributed　within　the　settlement．

　　In　the　context　of　this　debate，　archaeiogists　yepresentiRg　both　the　“revisionist

theory”　and　the　“circular　settlement　theory”　convened　a　scholarly　conference　on

Jomon　settlements　in　2001．　The　existence　of　the　problem　began　increasingly

apparent．

　　A　new　investigative　research　methodology　that　could　prove　synchroRy　of　Jomon

dwellings　was　revealed　in　2004．　One　of　these　was　Aota　site　Excavation　RePort，

which　made　clear　the　existence　of　a　group　of　eight　structures　that　had　been

erected　one　after　another　in　the　space　of　five　years，　and　of　another　group　of　ten

structures　fikewise　erected　within　five　years　of　one　Emother　on　the　basis　of

dendro－chronological　examination　of　the　posts　that　formed　the　upright　post－

standmg　buildings　of　the　fuial　Jomon　period．　ln　addition，　the　examination　of　set－

dements　il　KOBAYASHI　KIen’ichi’s　New　P硲ρ60’勿θOf　Study　on／bmon　Society　：4ρ一

（177）



Plied　Radiocarbon　Dating　to　Archaeologt’cal　Methodology　attempted　to　coBfirm

whether　dwelliRgs　weye　of　the　same　period　by　examining　eheir　temporal　relation－

ship　that　had　been　obtained　through　archaeological　methods　more　concretely　by

the　application　of　high－precisjon　radiocarbon　dating　by　the　AMS　（Accelerator　Mass

Spectrometry）　method．　Both　works　transcended　the　lmgering　and　troublesome

issue　of　verification　and　have　been　highiy　regarded　as　taking　a　fiarst　step　toward　a

theory　of　settlements　based　on　facts　that　could　be　verified．

　　Furthenmore，　in　2005　TANIGUCm　Koji　published　Circular　Settlements　ana　the

Structure　of　Jomon　Society，　which　systemically　ai　gued　the　circular　settiement

theory．　The　day　when　the　empirical　and　stmcturaljst　theories　of　settlement　scho－

larship　can　be　ai　gued　on　an　equal　foohng　is　fast　approaching．

The　Possibdities　and　Limitations　of　the　Research　on　Ernian　ltiling　：

　　　　　　　　　Recent　Research　on　the　Wendi　Reign　Utilizing

　　　　　　　　　　　the　Newly　Excavated　Bamboo　Manuscripts

by

MIYAKE　Kiyoshi

　　Since　the　pubtication　of　the　Zhangiiashan　barnboo　manuscripts　in　2001，　numer－

ous　studies　on　this　new　material，　especially　of　Ernian　ldiling　（Statutes　and　ordi－

nances　in止e　second　year），　have　been　made．　The　excavated　code，　dated　to　the

beginning　of　the　Han　dynasty，　has　given　us　a　lot　of　information　on　Han　institutions，

and　cast　new　light　on　our　understanding　of　potitical　history．　The　author　tal〈es　up

the　political　problems　in　the　Wendi　reign　（BC　180－BC　157），　analyzes　prior　studies

on　this　matter，　and　attains　a　new　stand　point　from　which　to　reassess　the　institu－

tional　reformation　made　by　Wendi，　ln　addition，　a　discussion　of　the　characteristics

of　Ernian　ldiling　as　excavated　material　is　one　of　the　aims　of　this　paper．

　　The　most　urgent　problem　facing　the　Wendi　reign　was　to　develop　counter－

measures　against　the　marquises．　ln　order　to　reduce　their　threat，　Wendi　subdivided

their　fiefs，　Jingdi　later　reduced　£hem，　and　Wudi　eventually　realized　direct　control

over　the　whole　empire．　This　process　gives　us　the　impression　that　the　elirnination

of　marquises　was　also　the　goal　of　Wendi’s　policy．　The　broad　discretion　given　to

ma1rquises，　and　the　strict　limitation　on　horse　exports　to　marquises，　both　of　which

we　can　see　in　Ernian　ltiling，　seem　to　support　this　impression．　However，　the

（ユ76）


